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	本事業は、独立行政法人国立青少年教育振興機構における法人ボランティア養成共通カリキュラムに基づき、２日間を通してボランティアについて意義をとらえ直し、必要な技術について万遍なく身につけられるように計画した。１日目には講義を中心としつつも演習やディスカッションの時間を取り入れ、参加者間の交流も図った。２日目には具体的な活動時間を多く確保し、体を動かしながら前日学んだ知識が生かせるよう、プログラムを工夫し実施した。例年、新規受講者と法人ボランティアが交流する情報交換の時間を一日目夜に設定しているが、...
	演習①ボランティア活動の技術Ⅰ「仲間作りの手法」（６０分）
	講師：国立大洲青少年交流の家　職員
	開講式の後、ミュージックルームに移動し、当交流の家職員の指導で、アイスブレイクが始まった。今回の受講者は半分が３月のボランティアフォローアップセミナーに参加しており顔見知りであったが、大学に入学したばかりの受講者や高校生受講者は初顔合わせである。職員の指導で参加者全員が取り組むアイスブレイクが行われた後、ペアやグループで取り組むグループワークへと移行した。法人ボランティアは各班に入り活動を促しながら、指示が理解できていない受講者を助けつつ、互いに交流を深めた。それぞれの活動の後には職員からねらいと...
	演習②安全管理「応急処置危険予知」（１８０分）　講師：大洲地区広域消防事務組合消防署員
	消防署員２名と女性消防団員２名の指導により、普通救命講習Ⅰの内容である心肺蘇生やＡＥＤの使用方法を学んだ。参加者は５名前後の班に分かれ、それぞれに法人ボランティアがサポートとして加わる形で演習は進んだ。この講座は普通救命に加えて、怪我の処置には不便な屋外における応急手当の方法についても学べる内容で行われた。骨折部位に新聞紙や雑誌で椹木をする方法や、サランラップを使って体を椹木にする方法、応急担架の作成方法や担架を準備できない場合の傷病者運搬方法などを、参加者は役割を交代しながら体験して学んだ。参...
	講義①青少年教育の課題「青少年教育」（９０分）　講師：山﨑哲司氏（愛媛大学教育学部教授）
	当交流の家での研修支援活動や企画事業は、体験による学びを重視しているが、近年では学校教育においても体験型の教育手法が広がりつつある。山崎教授は講義の冒頭で「経験・体験からの学び」について定義を紹介し、実際に体験してもらうため参加者に４人前後のグループを作るよう指示が出された。参加者はそれぞれが動物や恐竜のシルエットが印刷されたプリントを手渡され、その大きさを順番に並べるのであるが、その手掛かりになる情報を山崎教授が持参した化石を触り、大きさを実感しながら入手するといった形で進められた。講義の最後に...
	講義②「ボランティア活動の意義」（９０分）講師：柴崎あい氏（愛媛ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学習研究会事務局長）
	講義の冒頭で「ボランティア活動の４原則」と「ボランティア活動の目的」について問いかけがあり、参加者はこれまでのボランティア活動をそれぞれふりかえった。続いて、４月に発生した熊本地震におけるボランティアをめぐる報道が取り上げられ、ボランティアが直面する問題について５人前後の班に分かれて議論し、法人ボランティアはそれぞれの班に入って議論をうながし、意見のとりまとめを行った。各班からの意見発表が行われた後に柴崎氏から二つの助言があった。一つは人を活かすためのボランティア活動にも人を傷つける一面があるこ...
	講義③「青少年教育施設におけるボランティア活動Ⅰ」（６０分）
	講師：国立大洲青少年交流の家職員、法人ボランティア
	例年は法人ボランティアと受講者との情報交換会を実施していた就寝前の時間を使い、法人ボランティアが交流の家でのボランティア活動について紹介する時間とした。進め方については前日に集まった法人ボランティアが話し合っており、それぞれが交流の家でのボランティア活動を通して自分がどのような変化を感じたかそれぞれの言葉で語り、受講者は真剣に耳を傾けた。紹介が終わった後は、受講者も交えて自己紹介の時間となり、アイスブレイクでも用いられる「４つの窓」を使った方法で、ボランティアに関する今後の目標についても意見を交換した。
	講義④青少年教育施設の現状と運営「青少年教育施設の現状」（６０分）
	講師：国立大洲青少年交流の家ボランティアコーディネーター
	受講者がボランティア養成講座のテキストとして購入している「入門：子供の活動支援と青少年教育ボランティア」を使用して講義を行った。受講者は現在学校教育を受けている立場であり、社会教育施設の位置づけや体験活動が青少年の成長に与える影響についての講義は、少し分かりづらい様子であった。
	演習③ボランティア活動の技術Ⅱ「野外炊飯」（１８０分）
	今回の受講者は大学生が多かったため、少し凝った料理にしたいと考えてダッジオーブンを使ったパエリア作りとした。活動の前にＫＹＴ（危険予知トレーニング）を実施し、安全に活動するための注意点を確認しながら調理を進めた。前日の講義や意見交換を同じ班での活動に設定したため、作業を通してより一層親密度が高まる様子が確認できた。下準備の担当とかまど担当に分かれて調理を進め、どの班も時間内にパエリアを炊きあげることができた。最後にダッジオーブンの手入れについて職員から指導があり、それぞれの班で入念にシーズニングが...
	講義⑤「青少年教育施設におけるボランティア活動Ⅱ」（６０分）
	機構の法人ボランティア制度について職員が説明し、ボランティア登録手続を行った。養成講座の後に予定されている事業について、どのようなボランティア内容を行うのか紹介し、参加を促した。閉講式に先立って、各班で法人ボランティアを交えて各班で２日間の感想を述べ合い、ふりかえりを行った。

